
20年度予算の方向性 現状どおり 増額 減額 終了19

ほとんどない大きい 少ないＨ

⑥環境基本計画 本事業の左記計画における位置づけ・・・ 無し 計画ｺｰﾄﾞ

1　工事検査規則及び工事検査要領により評定を行ない60点以上をもって、合格点とする。
2　工事検査件数と評定数値を記録する。
3　評定結果を各事業課及び工事請負者に通知する。
4　専任検査員及び兼務検査員で検査を実施している。

総合計画の体
系

目的（何のために行うのか、具体的に）
工事目的物の良好な品質を確保するため、市が発注した工事及び修繕の施工体制・施工管理・仕上がり状態について検査し、厳正な成果物の引渡しを
行なう。

行政改革大綱における行動計画への位置づけ
ｺｰﾄﾞ

事務事業見直しの推進
ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ

対象（誰を、何を対象としているのか）

3261

単位
平成 18 年度

評価日 平成20年6月2日 記入者職氏名

100.00%

評価理由及び対応策

人件費・消耗費以外経費がかからない。

兼務検査員の依存度の軽減。

平成20年度
における目
標設定

時期（いつまで）達成水準（どこまで）

年度

③
経
　
　
　
費

平成

4.60

④
指
　
　
　
　
　
標

項目名

大きい

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

政
策

第8章 計画の推進に向けて
施
策

3節 行政運営
中
柱

 適正な工事検査

工事検査担当

小
柱

ほとんどな
い

100.00%

100.00% 100.00% 実績値の拡大を図る1
実績値の縮小を図る2達成率

減額

業務を進めていくうえでの課題

工事検査が12月～3月に全体の約70％が集中し、兼務検査員に応援を依頼しているが、本来業務の繁忙期と重なるため、負担にならないよう配慮が必
要であるとともに、兼務検査員の依存度を軽減する。

2 検査評点の見直しを行う。 2　20年度中に適正かつ円滑に執行できるようにする。

終了

1 兼務検査員の検査件数を均等化し、各自の負担の軽減を
図る。また、検査執行の効率化を図り、年度内全ての完成検
査を実施する。

1　全体件数の30％以下にする。

現状どおり

少ない

増額

％

Ｈ 18 Ｈ

369

将来目標

370

0

Ｈ20見込み

市民一人当たり（単位：円）

 　　369件　 （完成：195件・既成部分：
12件・中間：143件・指定部分：19件）

　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　0件
活動実績

　

174.9

計算方法

　　手直し指示件数

決　　　算　（見込み含む）

対象数

1,758

成果分析 　　工事検査の稼働率

　　年間工事検査件数

当初予算

379

369

1,533

（千円）平成 20

工事課発注の５００万円以上の工事

業務の具体的な内容及び実施方法

②
事
業
の
内
容

平成 19 件

少ない ほとんどない

件

工事検査の充実

大きい

平成 （千円）年度

含む人件費（嘱託職員）（臨時職員）

231

年度

年度

平成19年度中に改善した点

工事検査に対し、専任検査員での業務対応が増加した。

コストの見直し

19

実施過程の見直し

（

270

（千円）

人）

18

1,510

人） （ （人）

131.9

（ 1.00 人）

人 43,212

44,722

00

379

単位

件

件

19

平成 20
①事務事業名 担

当
部
課

事業コード

140101

年度事務事業評価表（内部管理業務用）
部課コード

工事検査執行事業

140100 ℡ 2998-9225

0 検査室

評
価

≪会計種別≫ 一般会計

事業費合計 59,111

人 58,880正規職員人件費 6.40

⑤
一
　
次
　
評
　
価

評価項目

コ ス ト の
見 直 し

昨年度の評価結果及び上記評価による、今後の業務の進め方

工事検査が12月～3月に集中しないようするため、事業課において早期の工事発注をお願いしていく。

見直しの必要性

今期目標項目（何を）

滝瀬　敏男　

ほとんどな
い

大きい

少ない

　　施策の体系 　　施策の方向

目標値

実　績

21年度予算の方向性

実 施 過 程
の 見 直 し


